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福  

祉

心
身
障
害
者
福
祉
年
金

　

平
成
28
年
度
後
期
の
福
祉
年
金

は
３
月
27
日
㈪
に
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。
個
人
あ
て
の
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
課
税
に
よ
り
平
成
28
年

度
の
福
祉
年
金
が
不
支
給
と
な
っ

た
人
へ

　

所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
た

め
福
祉
年
金
が
不
支
給
と
な
っ
た

人
が
、
29
年
度
の
所
得
税
の
課
税

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
改
め
て
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
申
請
書
の
提
出
が

な
い
場
合
、
所
得
調
査
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な

お
、
28
年
度
に
支
給
が
決
定
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、
再
度
申
請

書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
物　

印
鑑
（
朱

肉
を
使
用
す
る
も
の
）、
障
害
者

手
帳
、
通
帳
な
ど
（
口
座
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の
）

▼
問
合
せ
・
申
請
窓
口

福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

加古川市
稲美町
播磨町

件 数 傷 者 死者

平成28年12月末現在
昨年比

1,605
222
179

（－91）

（+26）

（－7）

1,899
266
223

（－95）

（＋36）

（＋8）

5
1
2

（+1）

（－3）

（＋1）

平成29年犯罪累計　24件

種　別

オートバイ盗 2

自転車盗 7

車上ねらいなど 2

色情ねらい 1

万引き 5

器物損壊 3

その他 4

１月の町内犯罪発生件数　24件
（前月比 ±０件）

交通事故の状況

犯罪発生の状況

Weekly東はりま 放送時間
月曜日  6：00～、17：00～、23：00～
火曜日10：00～、20：00～
水曜日  6：00～、17：00～、23：00～
木曜日10：00～、20：00～
金曜日  6：00～、17：00～
土曜日20：00～
日曜日11：00～、17：00～、23：00～
※C018chでも毎日放送します
　10：00～、21：00～、４：00～

・３月３日～16日
観光PR動画ができました！
（加古川市）

　・３月17日～30日
　防災行政無線の運用開始
　（稲美町）

BAN-BANネットワークス111チャンネル
地域のイベントや話題、住んでいる
町の行政情報など、まるごと１週間
の地域の動きが分かる『地域情報番
組』です。

３ 月 の 内 容

おくやみ　【１・２月届出分】
氏　名（敬称略）	 町　名	 年齢
黒田 充 （北野添） 85
藤原 シズ子 （西野添） 87
星野 忠夫 （北野添） 78

心身障害者更生援護補助金の申請について
　学校に通学、施設に入所・通所、または作業所に通所している下記の方
に補助金を支給しますので、必要書類を添えて申請してください。
▶補助金の対象期間　平成28年10月～平成29年３月分
▶受付期間　必要書類を添えて４月28日（金）までに申請してください
※受付期間を過ぎた場合、補助はできませんのでご注意ください。申請書
は、福祉グループにあります。
▶振込予定日　５月25日（木）
▶申請・問合せ　福祉グループ　☎　０７９（４３５）２３６１
※平成29年度４月分より自家用車の算定方法が変更になる予定です。

種　　別 対象者 補助対象額 必　要　書　類

学

　
　
　校

施
設
支
援
費
な
ど

幼稚園・小学校・中学校
中等教育学校

高等学校・高等専門学校
専修学校
中等教育学校
特別支援学校
養護学校
兵庫県立障害者高等専門学院
兵庫障害者職業能力開発校

特別支援学校

養護学校

前期課程
幼稚部
小学部
中学部

高等課程
後期課程

高等部

身 体 障 害 者
手帳1～4級、
療育手帳A、
B1判定の方

交通費の全額 
（介護者は定期券の半額）

定期券（原本）・通園日数証明書
（平成28年10月～29年３月分）

個人負担金領収書（原本）
（平成28年10月1日～29年3月31日までの証明書）

3,000円／月

5,000円／月

利用者全員

障害者手帳
（身体・知的・
精神）所持者

3,000円／月

公共交通機関小規模作業所・
地域活動支援センター

障害者就業・
生活支援センター

入所

通所 交通費の全額 
（介護者は定期券の半額）

利用者負担額（法令に
基づく金額）の半額

利用者負担額（法令に
基づく金額）の半額

定期券（原本）、通園日数証明書
（平成28年10月～29年３月分）

公共交通機関

在園証明書

自家用車

公共交通機関

通所距離による定額

交通費の全額

自家用車通所距離による定額

通園日数証明書
（平成28年10月～29年3月分）

通園日数証明書
（平成28年10月～29年3月分）
定期券（原本）・通園日数証明書

（平成28年10月～29年3月分）
通園日数証明書

（平成28年10月～29年3月分）

自家用車通所距離による定額

個人負担金領収書（原本）
（平成28年10月～29年３月分）

平成28年10月1日～
29年3月31日までの
証明書

在学証明書

在園証明書（平成28年10月１日～29年３月31日までの証明書）
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年 金年 金

すやすや（０歳児）
平成28年４月２日～

よちよち（０歳児）
平成27年４月２日～
平成28年４月１日生

南 部
子育て支援センター

北 部
子育て支援センター

▶日時　３月１日（水）
10：00～11：00
▶申込み　不要

▶日時　３月８日（水）
10：00～11：00
▶申込み　不要

で

子
育

▼
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９（
４
３
５
）２
３
６
２

☎
０
７
８（
９
４
４
）０
７
１
７

☎
０
７
９（
４
３
７
）４
１
８
８

播磨町
子育て支援センター「わくわく ニコニコ」の予定

　０歳児の集まり「すやすや」「よちよち」、１歳児の集まり「ぐん
ぐん」、２歳児の集まり「のびのび」に参加してお友達と交流しなが
ら、親子で一緒に楽しい時間を過ごしましょう。

▶持ち物　名札（お持ちの方はご持参ください）、お茶、タオル
▶対象　町内在住の方
※動きやすい服装でお越しください。
※たくさんの方に参加していただきたいので、どちらか一方の支援センターに
　参加してください。
※駐車場が少ないので、徒歩・自転車でお越しください。
※詳しくはそれぞれの支援センターにお問い合わせください。

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
交
流
手
作
り
会

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り

　
自
然
の
素
材
を
使
っ
て
、
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
作
り
を
し
ま
す
。
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
、
動
物
な
ど
の
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　３
月
31
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　南
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

▼
対
象

　小
学
生
、
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
就
学
前
の
子
ど
も
で
も

可▼
定
員

　先
着
20
人

▼
費
用

　１
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　３
月
２
日

（木）
午
前
９
時
か
ら
、
受
け
付
け
ま

す
。
費
用
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
申
し
込
み

は
不
可
）

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

※

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
徒
歩
、

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。
マ
マ
の
温
か

い
手
の
ぬ
く
も
り
と
優
し
い
声
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
て
あ
げ
な
が
ら
、
お
母
さ

ん
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　３
月
22
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
場
所

　北
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

▼
講
師

　滝
川
美
紀

▼
対
象

　平
成
28
年
７
月
〜
11
月

に
生
ま
れ
た
乳
児

▼
定
員

　先
着
15
組

▼
費
用

　２
０
０
円
（
オ
イ
ル
代
）

▼
持
ち
物

　バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
で
き
る
飲
み
物

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　３
月
１
日

（水）
午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

費
用
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不

可
）

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８
（
９
４
４
）
０
７
１
７

※

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
徒
歩
、

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。　国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　な

お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

と
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済

期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど

が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な

る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
海
外
に
在
住
す

る
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
加
古
川
年
金
事
務

所
ま
た
は
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の

　
　任意
加
入
制
度

▼
問
合
せ

　加
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
３

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１
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暮
ら
し

人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正

　

町
よ
り
配
布
し
て
い
ま
す
山
陽

新
幹
線
南
地
区
用
の
人
権
啓
発
カ

レ
ン
ダ
ー
に
ご
み
収
集
日
の
記
載

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

食
用
廃
油
（
中
央
公
民
館
・
各

コ
ミ
セ
ン
）
の
収
集
日
が
毎
月
第

３
水
曜
日
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、

正
し
く
は
、毎
月
第
４
水
曜
日
で
す
。

食
用
廃
油
の
収
集
日

（
中
央
公
民
館
・
各
コ
ミ
セ
ン
）

誤　

毎
月
第
３
水
曜
日

正　

毎
月
第
４
水
曜
日

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

中
央
公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン
に
廃
油

を
出
さ
れ
る
場
合
は
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

す
こ
や
か
環
境
グ
ル 

ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

加
古
川
市
消
防
本
部　
　
　
　
　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の

時　
そ
の
場
所
で
」

　

春
先
は
季
節
風
が
強
く
空
気
も

乾
燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

状
態
が
続
き
ま
す
。
火
災
か
ら
命

や
財
産
を
守
る
た
め
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
コ
ン
ロ
か
ら
目
を
離
し

た
す
き
に
、
大
き
な
火
災
に
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ

て
10
年
が
経
ち
ま
す
。
電
池
切
れ

や
故
障
が
な
い
か
、
作
動
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め

の
切
り
札
で
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
も
し
も
の
た
め

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

加
古
川
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
６
５
３
２

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

普
通
救
命
講
習
会　
　
　
　

応
急
手
当
W
E
B
講
習
会

　

普
通
救
命
講
習
会
は
、
A
E
D

な
ど
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、
止

血
な
ど
応
急
手
当
の
講
習
会
で
す
。

　

応
急
手
当
W
E
B
講
習
会
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
に
学
習
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
普
通
救
命
講

習
の
講
習
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

▼
日
時　

３
月
17
日
㈮
、
18
日
㈯

①
普
通
救
命
講
習
会　

午
前
９
時

～
正
午
②
応
急
手
当
W
E
B
講
習

会　
午
前
９
時
～
11
時

▼
場
所　
加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

播
磨
町
、
稲
美
町
、
加

古
川
市
に
在
住
か
在
勤
の
人

②
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
を
事
前
に
学
習
し
て
い
る

人▼
定
員　
先
着
各
30
人

▼
申
込
み　

３
月
４
日
㈯
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

※
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

応
急
手
当
W
E
B
講

習
会
に
つ
い
て
は
、
加
古
川
市
消

防
本
部
救
急
課

☎
０
７
９
（
４
２
４
）
０
１
１
９

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー　
　
　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

　
固
定
や
止
血
な
ど
の
応
急
手
当
、

A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の

習
得
と
指
導
要
領
の
講
習
会
で
す
。

　

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

▼
日
時　

３
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

の
３
日
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時▼
場
所　
加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
人

①
播
磨
町
、
稲
美
町
、
加
古
川
市

に
在
住
か
在
勤
の
人
②
学
校
、
事

業
所
、
防
災
組
織
な
ど
で
指
導
的

立
場
に
あ
る
人
③
普
通
ま
た
は
上

級
救
命
講
習
を
修
了
し
て
い
る
か

同
等
の
知
識
技
能
を
持
っ
て
い
る
人

▼
定
員　
先
着
30
人

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
10
日

㈮
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
受
け

付
け
ま
す

※
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

加
古
川
公
共
職
業
安
定
所

65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
の
方
へ

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
に
つ

い
て

　

平
成
29
日
１
月
１
日
以
降
、
65

歳
以
上
の
労
働
者
に
つ
い
て
も

「
高
年
齢
被
保
険
者
」
と
し
て
雇
用

保
険
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
兵
庫
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
加
古

川
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

兵
庫
労
働
局
U
R
L

http://hyogo-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

▼
問
合
せ　

加
古
川
公
共
職
業
安

定
所　
雇
用
保
険
適
用
課

☎
０
７
９
（
４
２
１
）
８
６
７
３

シルバー人材センター会員の募集　シルバー人材センターは、播磨町に住む60歳以上の健康で働く意
欲のある方の入会をお待ちしています。　●入会説明会　毎月第４水曜日　10：00　
▶問合せ　シルバー人材センター　☎０７９（４３７）７３８６

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
介

護
手
当
の
振
込
み

　

２
月
期
支
給
の
重
度
心
身
障
害

者
（
児
）
介
護
手
当
は
、
２
月
27

日
㈪
に
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

個
人
あ
て
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
ヵ
月
を
超
え
て
入
院

な
ど
さ
れ
て
い
る
場
合
は
福
祉
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
と
は
支

給
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す

　

わ
が
国
の
年
間
の
自
殺
者
数
は
、

平
成
10
年
よ
り
平
成
23
年
ま
で
14

年
連
続
し
て
3
万
人
を
超
え
て
お

り
、
平
成
24
年
度
以
降
は
3
万
人

を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

27
年
自
殺
者
数
は

２
万
３
千
人
以
上

で
あ
り
依
然
と
し

て
多
い
状
況
で
す
。

　

自
殺
の
動
機
は
、

健
康
問
題
が
最
も

多
く
、
次
い
で
経

済
・
生
活
問
題
、

家
庭
問
題
、
勤
務

問
題
、
男
女
問
題
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
悩
み

を
か
か
え
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発

し
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
周

囲
の
人
が
気
づ
き
、
早
期
に
適
切

な
相
談
先
や
治
療
に
つ
な
が
れ
ば
、

大
切
な
い
の
ち
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
に
１
人
で
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
が
い
な
い
で

し
ょ
う
か
、
も
し
気
に
な
る
人
が

い
た
ら
、
次
の
よ
う
な
相
談
先
が

あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
利
用
し
て

み
る
よ
う
声
を
掛
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
先

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０お
こ
な
お
う

５
７
０
（
０ま
も
ろ
う
よ

６
４
）
５こ

こ

ろ
５
６

○
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
（
専
門
医

に
よ
る
相
談
・
予
約
制
）

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所　

地
域

保
健
課

☎
０
７
９
（
４
２
２
）
０
０
０
３

○
兵
庫
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ 

ー
（
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
）

☎
０
７
８
（
２
５
２
）
４
９
８
７

○
は
り
ま
い
の
ち
の
電
話

午
後
２
時
～
深
夜
１
時

☎
０
７
９
（
２
２
２
）
４
３
４
３

○
兵
庫
県
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー

ト
ダ
イ
ヤ
ル

月
～
金
（
午
後
６
時
～
翌
日
午
前

８
時
30
分
）
土
・
日
曜
日
、
祝
日

（
24
時
間
）

☎
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　
＃
７
５
０
０

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
、
携
帯
電
話
、

I
P
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方
は

☎
０
７
８
（
３
８
２
）
３
５
６
６

○
い
の
ち
の
電
話
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル　毎
月
10
日
（
午
前
８
時
～
翌
日
午

前
８
時
）

☎
０
１
２
０
（
７
３
８
）
５
５
６

	

募  

集

播
磨
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委

員
会
委
員
募
集

　

播
磨
町
で
は
、
高
齢
者
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
30
～
32
年
度
）
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
住
民
の
ご
意
見
や
要
望

を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
資
格　

播
磨
町
に
在
住
で
、
任

期
中
５
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

▼
募
集
人
員

▽
65
歳
以
上
の
方　
１
人

▽
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方　

１

人
（
い
ず
れ
も
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
）

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど

の
事
項
を
記
入
の
上
、
保
険
年
金

グ
ル
ー
プ
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
窓
口
で

配
布
し
ま
す
）

▼
応
募
期
限　

３
月
17
日
㈮
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法　

提
出
い
た
だ
い
た

書
類
を
も
と
に
、
選
考
し
ま
す

▼
委
嘱
期
間　

委
嘱
日
～
平
成
30

年
３
月

※
委
員
会
出
席
の
場
合
、
日
額
報

酬
を
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

介
護
保
険
チ
ー
ム 

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
２

自衛官募集

種　目 応募資格
※いずれも日本国籍を有する人。 受付期間

予備自衛官補

一般：平成29年７月１日現在、18歳以上34
歳未満
技能：平成29年７月１日現在、18歳以上で、
衛生、語学、整備、情報処理、通信、電気、
建設、放射線管理及び法務の国家資格免許な
どを有する人

４月７日（金）
まで

一般幹部
候補生

大卒程度：平成30年４月１日現在、22歳以上
26歳未満　
院卒者：修士課程修了者などで28歳未満

３月１日（水）

５月５日（祝）

歯科幹部
候補生

平成30年４月１日現在、22歳以上30歳未満で、
学校教育法に定める大学において、正規の歯
学課程を修了（見込みの人を含む）した人

薬剤科幹部
候補生

平成30年４月１日現在、22歳以上30歳未満
で、学校教育法に定める大学において、正規
の薬学課程（６年制の課程に限る）を修了（見
込みの者を含む）した人

▶申込み・問合せ　自衛隊兵庫地方協力本部　☎０７９（４２６）３２９０

消防団員募集中
　消防団は、普段職業を持ちなが
ら「自分たちのまちは自分たちで
守る」という精神に基づき、地域
の安全・安心を守るために活動す
る消防組織のひとつです。
　播磨町の消防団員は、現在12分
団343人（内女性分団員18人）で、
火災発生時の消火活動、地震や風
水害の災害発生時の救助・救出活
動などに従事し、地域住民の生命・
財産を守るために活躍しています。
　また、災害発生時だけでなく、
平常時においても訓練・防災・防
火に対する啓発活動を行い、防災
力の向上に貢献しています。
　播磨町消防団では、このような
地域安全の「縁の下の力持ち」と
しての消防団員を募集しています。
年齢が18歳以上50歳未満で、町
内に居住している方であれば居住
している地域の分団に入団できま
す。
▶問合せ　危機管理グループ
☎ ０７９（４３５）０９９１

消防団による消火栓などの
点検を実施します

　播磨町消防団は、春季全国火災
予防運動に合わせて３月５日（日）
午前９時から消火栓などの点検を
実施します。　
▶問合せ　危機管理グループ
☎ ０７９（４３５）０９９１

～
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